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特集
中学生議会

基山中学校３年生

中村 希彌 さんの作品
なか むら のぞみ 大切な時間をいつまでも覚えていたい

という思いを込めて描きました。
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藤田 彩愛 さん 吉本 杏美 さん 堀田 咲紀 さん 川上 華奈 さん 栫 幸信 さん 山本 りさ さん 小山 健翔 さん

池尻 蒼佑
町長

今年も開催！
第 7回 中学生議会

この中学生議会を通し
て、将来や今の自分に
役に立つといいなと思
いました。

町や国が決めたことに、
「へ～」としか思ってな
かったけど、こんなに大
変なことをして決めてい
ることを知れました。

課長のみんな、良い回答
だなと思いました。また、
意外なところにも質問が
きていて驚きました。

基山中学校の３年生 18人が、町長や担当課長などの執行部と議員役に分かれ、４か月かけ
て自分たちで考えた議案を審議しました。議場では、実際の議会も顔負けの白熱した議論が
交わされ、町の課題について向き合いました。
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山口 奏音 さん 髙木 麻衣 さん 松下 紗也 さん舟木 小桜 さん 本庄 聖愛 さん 東 榛真 さん 勅使川原 要 さん

議論の様子は
こちらから

松本 菜々心
都市整備課長

川本 煌太
商工観光課長

内山 優愛
地域ブランド創造課長

基山町の環境整備及び熱中症対策 に関する条例
提案理由

基山町の子どもたちが集う場と賑わい に関する条例

基山町の観光地整備及び観光客誘致 に関する条例

　誰もが勉強やデスクワークに利用できる実習室や談話等で交流できるフ
リースペース、夜間の安全を確保するために街灯設置をして環境整備を行
います。また、近年、地球温暖化により気温が年々上昇しており、熱中症
になる人が増えています。それを未然に防ぐためにミストシャワーや東屋
の設置を行い、全ての町民が快適な日常を送れるように安全・安心なまち
づくりのための必要な整備を行います。

提案理由
　現在町内には、子どもたちが集い、地域住民と楽しくひとときを過ごせ
る意見交換の場所があまりないと感じています。そのため各区の区長さん
にも協力いただき、公民館や空き店舗などを活用して子どもたちの交流の
拠点を作ります。また軽食等を提供し、気軽に集える居場所を作ることに
より、地域の賑わいを創出して地域活性化を図ります。

提案理由
　基山町は交通の便が良いため「目的地」としてではなく、ただの「通過点」
として認識されることが多いという課題があります。この現状を変え、観
光客を増やし、町の知名度を向上させることを目的とし、観光地の整備を
行います。具体的な取り組みとしては、アニメキャラクターのモニュメン
ト設置、「キングダムロード」やオリジナルマンホールの設置、スタンプ
ラリーなどのイベント開催、「キングダム資料館」の設置などの事業を実
施します。

可 決

否 決

否 決

議論の様子は
こちらから

議論の様子は
こちらから
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12月議会

ど
う
な
る
中
央
公
園

12
月
に
開
か
れ
た
議
会
で
は
、
８
件
の
条
例
改
正
案
と
、

総
額
４
億
５
０
５
８
万
円
の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

補正総額

4億5058万円

主な改正内容
　中央公園内に建設できる建ぺい率の上限を12％から 13％に
　改正する。

中央公園告示面積（敷地面積）：11,000 ㎡
　
公園内施設
　既存便益施設：トイレ（9.75 ㎡）
　既存教養施設：図書館（1151.95 ㎡）
　新規教養施設：ガイダンスセンター
　　　　　　　　（計画面積：193㎡）

　施設合計面積：（1354.70 ㎡）
　新規建ぺい率：12.32％

ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
と
は
？

現
状
と
課
題

中
央
公
園
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　ガイダンスセンターは、基肄城跡をはじめとした文化財や
町の魅力発信、町内のまちづくり団体等の活動の場、学びの
場として町内外から多くの方に訪れ、利用していただける施
設となるものです。

▲建設候補地（基山町ガイダンスセンター基本構想より）

基本構想は
こちらから

なるほど、公園の中は建物をつく
れる広さが決まってて、それを広
げないとガイダンス
センターが建て
られないのか

ガイダンスセンターのことは知りませんでした。基山のことを子供たち
に教えられる場所が近くにあることはよいと思います。遊びながら学べ
る場所があるといいし、イベントがあると行きやすいですね。子どもが小
さいので公園内におむつを交換できる場所がいくつかあると助かりま
す。駐車場の中にできると車の出入りで危なくないのかな？とは思いま
す。

（お子さんと公園にいらっしゃった高浪さん）

ガイダンスセンターのことは知りませんでしたが、できる分には良いと
思います。いつもは遊具がある広場で遊んでいる子どもにも行かせたい
し、自分も行きたいです。

（お子様と公園にいらっしゃった北里さん）

ガイダンスセンターの話は聞いていました。公園の中だと「遊ぶ場所がな
くなるの？」という話をしていました。基山の歴史を知ることはいいと思
います。創作劇も毎年観に行っています。

（女性）
 
自然がいっぱいの公園でいいと思っていました。自然が無くなり都市化
する、建物が建つのは反対です。

（男性）
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　・新規ハコモノ建設より既存施設維持を優先すべき
　　財政負担と運営計画の不透明さから建設前提の条例改正に反対です（工藤）
　・中央公園のオープンスペースを減少させるような重要な条例改正は、町民の意見聴取
　　なくして進めるべきではないと考えます（水田）
　・建設ありきで条例を整える進め方と、町民に十分知らせないまま中央公園建設を決めた
　　プロセスに疑問があるため現段階での可決には反対します（中村）
　・中央公園内に建設ありきの条例案に反対する（重松）

　・条例改正にあたり、国土交通省、九州地方整備局に建ぺい率算定資料を示し、法的根拠を確認している
　　町民の方が建設して良かったと思えるような交流の空間形成を求める（桒野）
　・基本構想策定に向けての住民説明会、パブリックコメントなどプロセスは踏まえている
　　図書館の近くに併設することで、より多くの方に情報発信ができ相乗効果が期待できる（大久保）
　・基本構想策定にあたっては、まちづくり８団体の意見も踏まえ作成されている
　　町はまちづくり基本条例に基づき、所定の手続きに則り、丁寧に進められていると判断した（中牟田）

賛成７、反対５により可決
（賛成議員・反対議員の詳細は p7の表をご覧ください）

主な反対意見（４名）

主な賛成意見（３名）

討論

採
決

結
果

都市公園条例の一部改正
ガイダンスセンターを中央公園の敷地内に建設できるようにするために、
建ぺい率の特例基準を定めるなどの、条例の一部改正です。

討論の様子
(Youtube)

決めた

根拠を確認している

本議案は40分
あたりからです
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来年度小学１∼３年生599児童にタブレット端末を貸与

現在のタブレット端末は５年間使用により、更新を行います。

キーボード部分が脱着出来て軽量になり、児童の通学時の負担軽減になります。

3327万円

1億3219万円

300万円

通学負担軽減のタブレット取得

障害児通所給付費

未来の火葬場、運営調査開始！

老朽化した火葬場の建替えについて、現

地立替え、非現地立替え、近隣自治体との共

同運営など、今後の運営方針について検討

するための調査が行われます。

議会としては、調査だけで終わらないよ

う、結果に基づく方針の提示を早急に行う

よう求めました。

清潔で温かい「葬祭場と火葬場が一体型の施設」が欲しい。
今の動物斎場はもっと綺麗よ。私たちが死ぬ前に早く作って！

（けやき台 80代ご夫婦）

町民Voice町民Voice町民Voice町民Voice

療育の場の増加は歓迎しますが、子ども一人ひとりへの真剣な向き合い方が疎かにな
り、支援の質が落ちないか心配です。安心して成長できる、質の高い支援が守られるよ
う切に願います。 （内之浦さん）

町民Voice町民Voice町民Voice町民Voice

近年、児童発達支援や放課後デイサービス

の利用者増加のため、障害児通所給付費が急

増しています。必要な支援を、必要な人に、適

切に提供し続けるための持続可能性をどのよ

うに確保していくのかが大きな課題です。
5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

R2 R3 R4 R5

単位：万円

9,963

14,872

19,626

25,805

32,039

39,024

R6 　R7※

※R7は今回の補正後の予算額です

築年数47年の火葬場
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〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

× × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

継続審査

令和７年度
補正予算

一般会計２件（追加１件）

特別会計

国民健康保険

下水道事業

条例改正
乳幼児通園支援事業条例の一部改訂
（他６件）

条例改正 基山町都市公園条例一部改訂

損害賠償 和解及び損害賠償の額の決定

財産取得 小学校タブレット端末の取得

同意 固定資産評価審査委員会委員の選任

指定管理 指定管理者の指定について（他１件）

請願書
基山町議会の議決すべき事件を定め
る条例の一部改正

私の判断（議案の採決）

（ ○ 賛成 × 反対 ）
※議長は採決に加わりません

第４回定例会

議長交際費執行状況表（令和７年度10月∼12月）

支出種別 支出金額(円) 支出の相手方および行事名等

接遇 19,440
総務文教常任委員会視察研修 ３件
厚生産業常任委員会視察研修 ３件

合計件数(件) 合計額(円) 累計件数(件) 累計額(円)

1 19,440 6 66,978

｢どぶろっく」が基山町町民栄誉賞を受賞!!
基山町出身でテレビなどで活躍中の「どぶろっく」森慎太
郎氏、江口直人氏がさる１月25日に基山町町民栄誉賞を受
賞されました。本町の情報を広く全国に発信されるなど、
町のイメージ向上に貢献していただきました。

受賞おめでとうございます。
今後の活躍期待してます。
もっともっと基山をPRしてください！

町民Voice町民Voice町民Voice町民Voice
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一般質問13人のここが聞きたい！12人のここが聞きたい！

12人のここが聞きたい

録画映像をYouTube
でご覧いただけます。

一 般 質 問

工藤 絵美子 議員
ガイダンスセンターについて
基山駅前トイレに求められる設備

大山 勝代 議員
思い出に残る子どもたちの
　居場所づくり

大久保 由美子 議員
子どもや若者の居場所
防災士のスキルアップ支援

桒野 久明 議員
少額随意契約（建設関係）
行政区や組合の運営

中牟田 文明  議員
土地利用の現状と課題

水田 志保 議員
植栽の管理と除草作業
年間行事の企画運営

天本 勉 議員
地域計画策定に伴う農業の今後
地区計画運用基準の見直し

松石 健児 議員
ゼロカーボンシティの取組
「町の鳥」の制定を

豚熱とジビエ解体処理施設
公共施設での受動喫煙防止

佐々木 敎雄 議員

中村 絵理 議員

基山町財政について
特色ある学校教育の推進

重松 一徳 議員
町内農業の現状と課題
ガイダンスセンター建設の是非

松石 信男 議員
給食費無償化の拡大
保育料無償化の拡充
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一般質問

Ａ

国
の
無
償
化
は
不
透
明
、
拡
充
は

難
し
い
で
す
。
18
歳
以
下
第
３
子
以
降

を
22
歳
以
下
ま
で
拡
大
し
、
無
償
化
を

検
討
し
ま
す
。
子
育
て
支
援
策
と
し
て

優
先
順
位
は
医
療
費
、
保
育
料
、
給
食

費
の
順
で
や
っ
て
い
き
ま
す
。

第
２
子
以
降
保
育
料
無
償
化
を

Ｑ

全
国
で
は
０
～
２
歳
児
の
保
育
料

の
無
償
化
や
第
２
子
以
降
を
無
償
化
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
多
久
市

も
第
２
子
以
降
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ａ

基
山
町
は
現
在
、
多
子
世
帯
で
18

歳
以
下
の
子
ど
も
３
人
以
上
扶
養
す
る

場
合
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
は
半
額
、

小
学
３
年
生
以
下
第
３
子
以
降
は
無
料

と
し
て
い
ま
す
が
、
第
３
子
以
降
を
18

歳
︵
高
校
生
︶
以
下
か
ら
22
歳
︵
大
学

生
︶
以
下
ま
で
拡
大
し
無
料
と
し
、
第

２
子
は
半
額
に
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
ま
す
。

Ｑ

政
府
が
来
年
４
月
か
ら
小
学
校
給

食
費
を
無
償
化
す
る
こ
と
に
、
町
民
の

期
待
が
あ
り
ま
す
。
全
国
は
無
償
化
の

方
向
で
動
い
て
い
ま
す
が
、
基
山
町
で

は
中
学
校
ま
で
無
償
化
を
拡
大
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ

中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

Ａ

大
学
生
以
下
第
３
子
以
降
無
償
化
検
討

松ま
つ

石い
し

信の
ぶ

男お

議
員

保育料の無償化に期待

て
い
る
方
々
に
届
く
と
想
定
し
ま
す
の

で
、
そ
こ
は
差
っ
引
い
て
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
基
本
構
想
案

に
つ
い
て

要
望

住
民
の
理
解
と
い
う
ハ
ー
ド
ル

は
完
全
に
超
え
ら
れ
て
い
な
い
印
象
を

受
け
ま
す
。
丁
寧
な
対
応
で
今
後
も
進

め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ

駅
前
ト
イ
レ
町
民
の
声
に
町
の
対
応
は

Ａ

目
隠
し
を
し
な
い
と
は
申
し
て
い
な
い

工く

藤ど
う

絵え

美み

子こ

議
員

９
月
議
会
中
村
議
員
の
一
般
質
問

で
、
駅
前
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
﹁
構
造

上
の
問
題
は
な
い
﹂
と
い
う
答
弁
で
し

た
。
私
は
、
町
民
と
町
の
認
識
に
乖
離

が
あ
る
の
で
は
と
思
い
、
基
山
駅
周
辺

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
配
布
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
上
で
、
あ
ら

た
め
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

Ａ

男
性
ト
イ
レ
に
目
隠

し
を
し
な
い
と
は
申
し
て

い
ま
せ
ん
。
正
直
、
Ｋ
ｉ

ｙ
ａ
ｍ
ａ
プ
ラ
イ
ド
と
ト

イ
レ
が
直
接
関
係
す
る
と

は
あ
ま
り
思
い
ま
せ
ん
。

議
員
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
す

る
際
に
、
知
り
合
い
に
メ
ー

ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
送
っ
て
﹁
よ

ろ
し
く
﹂
と
さ
れ
る
と
、
当

然
そ
の
人
の
友
達
は
私
︵
町

長
︶
と
違
う
考
え
を
持
っ

199名の町民の声

12人のここが聞きたい！
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Ｑ

農
業
委
員
会
、
報
酬
を
上
げ
て
は

Ａ

見
直
し
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す

重し
げ

松ま
つ

一か
ず

徳の
り

議
員

Ｑ

農
業
委
員
会
の
報
酬
は
年
額
25
万

８
千
円
で
す
が
、
上
げ
る
議
論
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

Ａ

活
動
は
多
忙
で
、
夏
場
の
活
動
が

多
く
、
近
隣
市
町
の
中
で
低
い
ほ
う
で

す
。
報
酬
の
見
直
し
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

中
央
公
園
に
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
建
設
の
是
非
に
つ
い
て

Ｑ

議
会
に
は
、
基
肄
城
跡
保
存
整
備

計
画
の
中
で
出
土
品
の
保
管
・
展
示
も

含
め
た
施
設
を
建
設
す
る
、
と
い
う
約

束
で
す
が
反
故
に
す
る
の
で
す
か
。

Ａ

保
管
に
つ
い
て
は
別
途
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

提
案

基
山
町
の
規
模
に
あ
っ
た
歴
史

民
俗
資
料
館
の
建
設
を
望
み
ま
す
。

農
業
委
員
会
平
野
会
長
に
﹁
農
業
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
﹂
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ

開
発
が
進
み
、
農
地
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

Ａ

農
業
委
員
会
と
し
て
は
、
可
能
な

限
り
農
地
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
基
本

で
す
。
そ
の
中
で
農
地
転
用
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
審
査
し
て
い
ま
す
。

農業委員会平野会長

Ｑ

見
直
し
︵
改
正
︶
は
い
つ
か
ら
施

行
し
ま
す
か
。

Ａ

早
急
に
改
正
を
行
い
、
令
和
８
年

１
月
か
ら
施
行
し
ま
す
。
も
し
、
関
係

機
関
と
の
調
整
で
時
間
を
要
し
て
も
年

度
内
に
は
施
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｑ

基
山
町
で
は
﹁
市
街
化
調
整
区
域

に
お
け
る
地
区
計
画
運
用
基
準
﹂
が
令

和
３
年
１
月
か
ら
定
め
ら
れ
運
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
類
型
︵
種
類
︶

が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

地
域
産
業
振
興
型
︵
産
業
系
︶
、
市

街
化
区
域
隣
接
・
近
接
型
︵
住
居
系
︶
、

近
隣
市
町
一
体
型
︵
産
業
系
を
想
定
︶

の
３
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ

し
か
し
、
住
居
系
の
市
街
化
区
域

隣
接
・
近
接
型
の
地
区
計
画
に
は
、
面

積
要
件
が
あ
り
ま
せ
ん
。
面
積
要
件
を

０
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
と
し
併
せ
て

調
整
池
の
設
置
基
準
を
設
定
で
き
ま
せ

ん
か
。

Ａ

流
域
治
水
の
観
点
か
ら
、
雨
水
貯

留
機
能
の
強
化
は
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
、
運

用
基
準
の
立
地
要
件
に
面
積
基
準
０
・

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
を
設
け
、
併
せ
て

﹁
調
整
池
設
置
基
準
﹂
の
設
定
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

天あ
ま

本も
と

勉
つ
と
む

議
員

Ｑ

０
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
と
調
整
池
設
置
を

Ａ

早
急
に
地
区
計
画
運
用
を
改
正
し
ま
す

住宅建築が進む塚原地区



令和７年12月議会11 P8のQRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

一般質問 12人のここが聞きたい！

所
で
す
。
区
画
数
は
合
わ
せ
て
１
８
１

区
画
に
な
り
ま
す
。

Ｑ

工
事
未
着
工
地
区
の
予
定
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

倉
野
地
区
が
工
事
未
着
工
で
す
。

令
和
８
年
１
月
中
旬
か
ら
造
成
工
事
が

始
ま
る
予
定
で
す
。

Ｑ

産
業
系
地
区
計
画
の
実
施
個
所
数

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

令
和
元
年
か
ら
黒
谷
地
区
、
鎮
西

隈
地
区
、
島
廻
地
区
、
三
川
上
三
川
下

地
区
の
４
箇
所
で
す
。

Ｑ

地
区
計
画
を
進
め
る
に
当
た
っ
て

の
課
題
は
何
で
す
か
。

Ａ

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
地
権
者
の

同
意
の
み
な
ら
ず
周
辺
住
民
の
合
意
形

成
が
重
要
で
す
。
合
意
形
成
は
町
の
責

務
で
あ
り
丁
寧
な
説
明
に
努
め
ま
す
。

基
山
町
の
﹁
市
街
化
調
整
区
域
﹂
で

は
地
区
計
画
制
度
を
利
用
し
住
宅
開
発

が
行
わ
れ
人
口
の
増
加
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。
地
区
計
画
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。

Ｑ

住
宅
系
地
区
計
画
の
実
施
個
所
と

区
画
数
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

令
和
３
年
か
ら
牛
逢
地
区
、
夜
水

地
区
、
塚
原
地
区
、
倉
野
地
区
の
４
箇

Ｑ

地
区
計
画
を
進
め
る
課
題
は
何
か

Ａ

周
辺
住
民
の
同
意
形
成
が
重
要

中な
か

牟む

田た

文ふ
み

明あ
き

議
員

マスタープラン将来のまちの姿

子
ど
も
や
若
者
に
居
場
所
の
充
実
を

Ｑ

子
ど
も
や
若
者
は
、
気
軽
に
利
用

で
き
る
居
場
所
を
求
め
て
い
ま
す
。
町

内
で
は
、
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

基
山
っ
子
み
ら
い
館
や
多
世
代
交

流
セ
ン
タ
ー
憩
の
家
、
福
祉
交
流
館
、

図
書
館
、
ま
ち
な
か
公
民
館
等
で
す
。

Ｑ

福
祉
交
流
館
は
広
く
環
境
も
良
い

の
で
子
ど
も
に
有
効
活
用
と
小
中
学
校

へ
定
期
的
な
周
知
が
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ

関
係
担
当
課
と
協
議
し
、
小
中
高

校
生
に
伝
わ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ

困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
を
預
か
る

﹁
子
ど
も
の
第
三
の
居
場
所
﹂
が
県
内

に
２
箇
所
あ
り
ま
す
。
町
は
同
じ
よ
う

な
子
ど
も
の
支
援
体
制
の
現
状
は
。

Ａ

困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
や
家
族

に
、
丁
寧
に
相
談
の
対
応
を
し
て
い
ま

す
。

防
災
士
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
を

Ｑ

町
の
防
災
士
取
得
者
の
人
数
は
。

Ａ

45
人
で
す
。

Ｑ

防
災
士
試
験
は
、
町
の
補
助
金
で

受
け
ま
す
が
、
更
に
地
域
防
災
力
向
上

へ
防
災
士
に
研
修
会
を
で
き
ま
せ
ん

か
。

Ａ

町
主
催
の
自
主
防
災
組
織
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
の
参
加
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

け
や
き
台
に
、
子
ど
も
の
居
場
所
を

Ａ

空
き
店
舗
等
を
、
調
査
し
ま
す

大お
お

久く

保ぼ

由ゆ

美み

子こ

議
員

子どもに福祉交流館の周知を



令和７年12月議会 12

一般質問13人のここが聞きたい！12人のここが聞きたい！

住
定
住
促
進
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
近
隣
自
治
体
と
競
争
激
化
で
す
。

特
色
あ
る
事
業
で
差
別
化
を
図
る
べ
き

で
す
。

Ａ

確
か
に
近
隣
自
治
体
と
大
き
な
施

策
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
メ
ニ
ュ
ー

の
多
さ
は
あ
り
ま
す
。
今
後
、
町
の
弱

み
で
あ
る
、
空
き
家
の
利
活
用
に
注
力

を
し
ま
す
。

Ｑ

現
在
一
般
会
計
基
金
が
約
44
億
円

あ
る
が
、
基
金
運
用
は
重
要
と
考
え
ま

す
。
国
債
運
用
は
約
３
億
円
強
で
す
。

運
用
内
容
を
精
査
し
、
さ
ら
な
る
運
用

益
を
確
保
す
べ
き
で
は
。

Ａ

金
利
が
不
安
定
な
現
状
で
す
。
状

況
を
見
極
め
て
運
用
方
法
を
お
こ
な
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
他
に
特
色
あ
る
教
育
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

Ｑ

自
主
財
源
の
新
規
確
保
施
策
は

Ａ

新
規
策
は
特
に
な
く
現
状
の
取
組
み
を
適
切
に
行
う

佐さ

々さ

木き

敎の
り

雄お

議
員

Ａ

事
前
に
関
連
団
体
と
の
意
見
交
換

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行

う
こ
と
で
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ

行
事
の
目
的
や
意
義
を
再
評
価

し
、
見
直
し
を
行
う
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

Ａ

よ
り
多
く
の
町
民
の
参
加
に
向

け
、
競
技
内
容
や
開
催
時
間
、
開
催
方

法
の
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

植
栽
の
管
理
と
除
草
作
業
に
つ
い
て

Ｑ

町
内
の
公
園
・
道
路
・
公
共
用
地

の
剪
定
除
草
の
実
施
頻
度
は
。

Ａ

低
木
剪
定
や
除
草
の
頻
度
は
概
ね

６
月
と
11
月
の
年
２
回
程
度
実
施
。
高

木
剪
定
は
年
度
ご
と
に
区
域
分
け
し
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ

中
長
期
的
な
管
理
計
画
は
。

Ａ

管
理
計
画
は
策
定
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
低
木
剪
定
と
草
刈
り
は
毎
年
２
回
、

高
木
剪
定
は
信
号
機
や
標
識
の
視
認
性

確
保
や
民
地
へ
の
侵
入
対
応
を
優
先

し
、
概
ね
４
，
５
年
に
一
度
の
定
期
的

な
剪
定
を
継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま

す
。

基
山
町
内
の
年
間
行
事
の
企
画
運
営
に
つ
い
て

Ｑ

現
状
の
年
間
行
事
が
町
民
に
と
っ

て
過
度
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。

水み
ず

田た

志し

保ほ

議
員

Ｑ

樹
木
や
雑
草
の
繁
茂
に
対
す
る
対
策
は

Ａ

定
期
的
な
剪
定
・
除
草
を
継
続
す
る

街路樹で見通しの悪い交差点

Ｑ

今
後
公
共
施
設
の
新
設
・
更
新
・

改
修
が
予
定
さ
れ
大
型
の
支
出
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
公
共
施
設
整
備
基
金
残

高
は
適
正
と
考
え
ま
す
か
。

Ａ

施
設
整
備
に
対
し
適
正
な
基
金
残

高
に
向
け
検
討
し
ま
す
。

Ｑ

財
源
確
保
に
最
も
確
実
な
の
は
人

口
増
に
よ
る
住
民
税
、
固
定
資
産
税
の

確
保
で
す
。
新
規
宅
地
造
成
を
含
め
移建て替え予定の基山中体育館
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Ｑ

公
共
施
設
の
屋
外
喫
煙
所
に
関
し

て
、
健
康
増
進
法
の
趣
旨
に
照
ら
し
、

現
在
の
設
置
場
所
は
適
切
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
今
後
の
改
善
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ

体
育
館
の
横
の
喫
煙
所
は
何
か
方

法
が
な
い
か
を
考
え
ま
す
。
総
合
運
動

公
園
入
口
の
喫
煙
所
は
、
以
前
の
苦
情

を
踏
ま
え
、
今
の
場
所
が
最
善
と
し
て

設
置
し
ま
し
た
。
当
面
は
現
状
維
持
の

方
針
。
合
宿
所
は
、
委
託
業
者
の
方
と

も
相
談
し
て
良
い
方
法
を
探
し
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
の
豚
熱
感
染
、
ジ
ビ
エ
解

体
処
理
施
設
の
運
営
と
町
の
対
応
は

Ｑ

豚
熱
発
生
で
最
も
影
響
が
あ
る
の

は
町
民
と
駆
除
に
携
わ
る
皆
さ
ん
で

す
。
全
町
民
へ
の
周
知
と
駆
除
に
対
す

る
支
援
を
優
先
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

Ａ

全
町
民
へ
の
周
知
を
行
い
ま
す
。

支
援
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
猟
友
会
の

方
々
と
相
談
し
、
必
要
な
も
の
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

Ｑ

解
体
処
理
施
設
へ
の
イ
ノ
シ
シ
搬

入
は
当
面
停
止
で
す
。
エ
ミ
ュ
ー
は
民

間
企
業
の
事
業
、
指
定
管
理
者
も
同
企

業
で
す
。
公
共
施
設
と
し
て
の
問
題
が

あ
る
の
で
は
。

Ａ

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ

公
共
施
設
周
り
の
﹁
受
動
喫
煙
対
策
﹂
は

Ａ

何
か
方
法
が
な
い
か
を
考
え
ま
す

中な
か

村む
ら

絵え

理り

議
員

「総合体育館」出入口横の屋外喫煙所

吸う人も吸わない人も、心地よい環境を

制
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ

森
林
法
で
は
林
地
開
発
許
可
の
審

査
に
お
い
て
、
県
は
関
係
自
治
体
か
ら

も
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
申
請
内
容
を
厳
正
に
確
認

し
た
い
と
考
え
て
い
す
。

﹁
町
の
鳥
﹂
の
制
定
を

Ｑ

﹁
町
の
鳥
﹂
を
制
定
し
ま
せ
ん
か
。

Ａ

制
定
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
は

Ａ

現
在
、
検
討
中
で
す

松ま
つ

石い
し

健け
ん

児じ

議
員

公共施設への設置は図書館を含め現在３箇所

脱
炭
素
社
会
へ
の
取
組

Ｑ

太
陽
光
設
備
導
入
可
能
公
共
施
設

調
査
に
お
い
て
、
今
後
の
具
体
的
な
設

置
計
画
の
進
め
方
と
課
題
は
。

Ａ

庁
舎
へ
の
導
入
が
一
番
効
果
が
高

い
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
み
で
は
国
の

補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
な
く
、
高
効
率
設
備

へ
の
更
新
や
断
熱
対
策
な
ど
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ

化
対
策
を
盛
り
込
み
、
国
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
を
活
用
で
き
な
い
か
再
度
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
課
題
は
、

閉
庁
日
に
発
電
さ
れ
た
電
気
の
有
効
活

用
方
法
で
す
。

Ｑ

経
緯
説
明
が
議
会
に
無
か
っ
た
の

は
な
ぜ
で
す
か
。

Ａ

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
に
つ
い

て
、
現
在
、
検
討
結
果
が
ま
と
ま
っ
て

い
な
い
た
め
で
す
。

Ｑ

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
に
関
し
て
規
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一般質問13人のここが聞きたい！12人のここが聞きたい！

Ｑ

事
務
委
託
料
の
積
算
は
。

Ａ

一
世
帯
当
た
り
月
額
80
円
で
積
算

し
て
い
ま
す
。

Ｑ

か
な
り
前
か
ら
月
額
80
円
で
の
委

託
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
人
件

費
と
み
な
さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
と
思

い
ま
す
、
見
直
し
は
行
わ
な
い
の
で
す

か
。

Ａ

配
布
回
数
を
２
か
月
に
一
度
に
変

更
す
る
な
ど
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
委

託
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
区
長
会

か
ら
も
指
摘
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
勉
強
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

少
額
随
意
契
約
(

建
設
関
係
)

に
つ
い
て

Ｑ

少
額
随
意
契
約
の
基
準
額
は
。

Ａ

昨
年
度
ま
で
50
万
円
以
下
で
あ
っ

た
も
の
を
一
〇
〇
万
円
以
下
と
し
て
お

り
ま
す
。

Ｑ

基
準
額
変
更
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ

発
注
事
務
の
簡
素
化
や
素
早
い
発

注
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

﹃
次
世
代
の
担
い
手
確
保
や
育
成
﹄

﹃
地
域
密
着
型
の
活
性
化
﹄
な
ど
を
踏

ま
え
、
緊
急
時
の
災
害
対
応
な
ど
協
力

頂
い
て
い
る
町
内
事
業
者
を
優
先
的
に

選
定
す
る
考
慮
が
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ

発
注
段
階
で
町
内
事
業
者
を
優
先

的
に
選
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ

組
合
長
の
事
務
委
託
の
内
容
は

Ａ

印
刷
物
の
配
布
や
通
知
の
回
覧
を
委
託

桒く
わ

野の

久ひ
さ

明あ
き

議
員

緊急を要する舗装修理など

（少額随意契約で対応）

Ａ

今
も
多
く
の
子
が
利
用
し
て
い
る

福
祉
交
流
館
の
二
階
は
中
学
生
た
ち
に

も
っ
と
使
用
し
て
ほ
し
い
で
す
。

Ｑ

基
山
町
に
﹁
青
少
年
セ
ン
タ
ー
﹂

な
ど
を
作
る
構
想
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

Ａ

今
あ
る
既
存
の
施
設
を
充
実
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

各
区
公
民
館
は
管
理
上
区
民
や
子

ど
も
た
ち
が
自
由
に
出
入
り
で
き
ま
せ

ん
。
町
が
支
援
し
て
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を

作
り
、
解
放
日
を
つ
く
る
な
ど
広
く
み

ん
な
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
は
な
り
ま

せ
ん
か
。

Ａ

８
区
や
11
区
は
定
期
的
に
開
放
日

を
設
け
て
い
ま
す
。
各
地
域
に
合
っ
た

方
法
で
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ

基
山
町
の
公
の
施
設
で
中
学
生
な

ど
が
放
課
後
や
休
日
に
自
由
に
出
入
り

し
、
集
う
場
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

図
書
館
・
基
山
っ
子
み
ら
い
館
・

多
世
代
セ
ン
タ
ー
憩
の
家
・
福
祉
交
流

館
・
ま
ち
な
か
公
民
館
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

Ｑ

図
書
館
は
別
と
し
て
、
ほ
か
の
施

設
は
使
用
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
を
知

ら
な
い
中
学
生
な
ど
が
多
い
よ
う
で

す
。
Ｐ
Ｒ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

大お
お

山や
ま

勝か
つ

代よ

議
員

Ｑ

青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
造
る
構
想
は
な
い
か

Ａ

既
存
の
施
設
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
る

福祉交流館２階スペース
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令
和
の
教
育
改
革
と
教
師
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

岐
阜
市
立
藍
川
東
中
学
校

松
岡
猛
校
長
よ
り
、
現
代
社

会
が
﹁
画
一
性
・
従
属
性
・
勤
勉

性
﹂
か
ら
﹁
自
律
・
共
生
・
創

造
﹂
の
力
が
求
め
ら
れ
る
時
代

へ
と
変
化
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
従
来
の
教
育
の
あ
り

方
が
社
会
問
題
の
一
因
と
な
っ

て
い
る
現
状
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

こ
の
時
代
に
対
応
す
る
た

め
、
学
校
改
革
と
し
て
、
教
師

主
導
型
一
斉
授
業
か
ら
、
個
別

最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び

を
組
み
合
わ
せ
た
授
業
へ
の
転

換
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

実
際
に
見
学
し
た
異
年
齢
学

級
に
よ
る
学
び
の
場
は
、
多
様

性
社
会
を
生
き
る
上
で
不
可
欠

な
﹁
違
い
を
認
め
合
う
﹂
感
覚

を
育
む
、
非
常
に
価
値
の
あ
る

実
践
で
し
た
。

松
岡
校
長
が
語
る
﹁
子
ど
も

を
信
頼
し
、
任
せ
、
と
こ
と
ん

支
え
る
﹂
こ
と
の
重
要
性
は
、

今
後
の
教
育
の
方
向
性
を
示
す

も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
子
ど

も
た
ち
に
必
要
な
力
を
育
む
た

め
に
は
、
教
育
者
の
み
な
ら
ず
、

全
て
の
大
人
や
地
域
が
現
場
レ

ベ
ル
で
こ
の
教
育
改
革
を
共
有

し
、
実
践
し
て
い
く
必
要
性
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
本
研
修

は
、
私
た
ち
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
を
﹁
教
え
る
﹂
か
ら
﹁
共
に
創

る
﹂
へ
と
変
革
す
る
契
機
と
な

る
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

一
番
大
切
な
こ
と
は
﹁
や
る

か
、
や
ら
な
い
か
﹂
で
す
。

災
害
復
旧
方
法
は
農
業
者
自
ら
選
ぶ

宮
崎
県
高
千
穂
町

平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
の
被
災
地

朝
倉
市
の
事
例
な
ど
参
考
に
し
て
、
協

議
の
上
、
災
害
自
力
復
旧
事
業
補
助
金

交
付
要
綱
を
改
正
し
た
と
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

小
規
模
の
災
害
で
は
、
災
害
復
旧
補

助
金
の
申
請
か
ら
復
旧
工
事
完
成
ま
で

期
間
を
長
く
要
す
る
た
め
、
補
助
限
度

額
は
下
が
る
も
の
の
、
自
力
で
復
旧
で

き
る
交
付
要
領
を
整
備
し
、
期
間
の
短

縮
と
費
用
額
を
農
業
者
が
選
択
で
き
る

よ
う
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
注
力

宮
崎
県
日
向
市

日
向
市
は
農
業
全
体
の
産
出
額
の
う

ち
、
畜
産
農
業
が
約
87
・
５
％
を
占
め

て
お
り
、
農
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
２
，
５

３
８
千
万
円
と
大
部
分
を
占
め
て
い
ま

す
。
牛
の
飼
育
は
繁
殖
農
家
と
肥
育
農

家
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
前
者
が
多
い

よ
う
で
し
た
。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
育
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
が
必
須
で
す
が
、
毎
年
県
と

と
も
に
巡
回
点
検
を
実
施
し
て
予
防
に

注
力
し
て
い
ま
す
。

飼
育
か
ら
・
食
肉
加
工
・
販
売
・
流
通
の
一
連
の
流
れ
確
立

宮
崎
県
川
南
町

川
南
町
は
県
内
屈
指
の
畜
産
の
町
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
も
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
育
が
盛
ん
で
、
町

内
に
は
国
内
最
大
級
の
食
品
工
場
が
建

設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼

育
か
ら
、
食
肉
加
工
、
販
売
、
流
通
が

一
連
の
流
れ
と
な
っ
て
い
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
意
欲
を
担
っ
て
い
て
う
ら
や

ま
し
い
限
り
で
し
た
。

委 員 会 レ ポ ー ト

﹁
教
え
る
﹂
か
ら
﹁
共
に
創
る
﹂
へ

総
務
文
教
常
任
委
員
会

行
政
視
察
︵
11
月
17
日
～
19
日
︶

農
地
関
連
の
災
害
復
旧
と
農
林
水
産
の
振
興

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

行
政
視
察
︵
10
月
27
日
～
29
日
︶高千穂町役場にて

活発な意見飛び交う異年齢学級
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委 員 長 水田 志保 副委員長 佐々木敎雄 委 員 重松 一徳
委 員 桒野 久明 委 員 中村 絵理 委 員 工藤絵美子

広報広聴常任委員会

今号は「暖かな春の太陽のような笑顔の表紙」から始まり特集

の「中学生議会」と中学生の皆さんが活躍する姿を紹介しました。

真剣に課題に向き合い、自分の考えを発信する姿からは、地域

の未来を担う力強さと頼もしさを感じます。議会としても、次代

を担う若い世代の声にもしっかりと耳を傾けより良いまちづくり

につなげていきたいと考えます。 （水田 志保）

編 集 後 記

３月議会のご案内

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

会期決定

提案理由 等

４

一般質問

５

一般質問

６

一般質問
※午後から開始

７

８ ９

議案審議

委員会付託

10

各委員会

11

各委員会

調整日

12

委員長報告

討論・採決

予算特別委員会

13

予算特別委員会

14

15 16

予算特別委員会

17

予算特別委員会

※午後から開始

18

予算特別委員会

19

予算特別委員

会委員長報告

討論・採決

20

※日程は変更になる場合があります。
※常任委員会は、議場ではなく委員会室で行います。

傍聴の手順

①基山町役場４階に来ていただく

②受付で「傍聴届」にお名前と住所を記入

③お好きな席で傍聴

Q 途中から入ったり、退出したりできますか

A はい。自由に入退場可能です。

Q 委員会も傍聴はできますか

A はい。原則として公開しています。

今回は適正な議員報酬と議員定数に

ついて、みなさんと意見交換をしたいと

思います。ぜひご来場ください。

２月１日（日）15：00∼17：00

町民会館小ホール

第13回
議会と語ろう会を開催します アンケートへのご協力

ありがとうございました

昨年末に実施した「議会改革

アンケート」については、現在

回答の集約・分析をしておりま

す。結果は今後ホームページに

掲載し、議会改革へ反映して参

ります。ご協力くださった皆

様、ありがとうございました。


